
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南紀
な ん き

支援
し え ん

学校
がっこう

 支援
し え ん

だより 
令和 4年６月９日 №２ 

 学校周辺では、紫、青、ピンクのあじさいが色とりどりの花を咲かせています。１学期がスタートし、早いもので２か月が経ち

ました。子どもたちも新しい学級に慣れてきたことと思います。 

さて、本校では、食べることや（摂食）や話すこと（発話）に課題のある児童生徒に対して、自立活動の指導の時間を設

け、言語学習を行っています。また、教育相談を通して地域の幼稚園・保育所、小学校の子どもたちのことば（発音）に関す

る相談への対応も行っています。今回は、本校での言語学習の取り組みや、ことばの相談で取り組んでいる内容を合わせて

一部ご紹介させていただきます。 

ことば（言語）の発達の順序 

泣く 

クーイング 

喃語 

指さし 

一語文 

二語文 

発達は、段階を経てすすみます。ま

た、同じ段階のなかで横に十分拡

大して基盤が確かになってから次の

段階へとすすんでいきます。段階が

あがることは目に見えやすく、横に

広がっていく過程は目に見えにくい

ものですが、とても大切なことです。

まずは、子どもがどの段階なのか把

握することが大事になります。 

豊かな感情 

体を動かす 

生活リズム 

 

言葉の理解 

一語文 

基盤づくり 

次の段階 

「ことば」の３つの要素とは？ 

☆発語 

☆言葉の意味の理解 

☆コミュニケーション 

こんなことありませんか？ 

口を閉じずに食べる、噛まずに食べる、食べ物を詰め込む、咀嚼が弱い、食

べるのに時間がかかる、不明瞭な発音、発語が少ない、文章で話すと発音が

不明瞭になる、質問をしてもなかなか答えられないなど・・・。 

子どもたちの実態を把握していくとなかには食べることや話すこと、コミュ

ニケーション面で、様々な課題が見られる場合があります。 

例えばこんなケースもあります・・・「熱い飲み物をそのまま口に流しいれ、

やけどしました。その後、唇をすぼめすするよう促すと上手に飲めるようになり

ました。」「ことばの練習を繰り返し取り組んだことで自信がつき、大きく口を

動かして話せるようになりました」 

発音が不明瞭や食事に課題がある子どもさんは、口の筋肉の発達が不十

分だったり、口や舌の動かし方のコントロールがうまくできなかったりすること

が原因の場合もあります。 

摂食と発声・発語は「舌、口唇、喉」を主に使います。そして、それらをしっか

り使うためには、姿勢や体の安定、バランス感覚なども重要となってきます。 

本校の自立活動（言語）の指導につい

ては、『言語・コミュニケーション』にね

らいをおいて行っています。指導内容

は、対人関係（人への興味関心・感情

の表出・スキンシップ）、コミュニケーシ

ョン手段（発声、視線、身振り、こと

ば）、感覚遊び（感覚刺激の受け入れ）

など・・・子どもの実態に合わせて指導

しています。また、重度重複障害の子ど

もさんの気持ちの表出や食事面で基

礎となる『口腔内の運動機能（舌・口

唇・あご・頬の動き）の向上』には、重

点をおいて取り組んでいます。 

あうー 

くるま 

くるま 

ちょうだい 

ことばをあまり話さない 

どうして？ 

分かることがらや分かることばが、たくさんたくわえられてはじめて、ことばを

発することが増えてくるのです。やりとりのなかで子どもたちの伝えたい気持

ちを受け止め、大事にしてあげましょう。子どもの実態に合わせて、音声言語

に限定せず、身振り・写真カード・コミュニケーションブック・VOCAなど様々

な手段を使うことも、コミュニケーションの一つです。 

子どもは、あることばを言えるようになる前に、まずそのことばが分かるように

なります（思考概念）。それは、生活のなかで、実際に行動して様々な体験を

重ね、それをことばとして結びつけて理解していいきます。まずは、子どもの頭

のなかにたくさん知識をたくわえてあげましょう。 



口じゃんけんや神経衰弱、しり

とり、3 ヒントクイズ、〇のつ

くことば、すごろくなども、構

音指導や語彙力を高める遊びと

して行っています。小学校では

盛り上がります！ 

カ行の練習方法例（後舌を動かす感覚をつかむ） 

☆がらがらうがい／口を開けたまま「んーあー」と言う／

カラスの鳴き真似など 

ラ行の練習方法例 

☆舌の力をぬく／舌を口のなかで自由に回す／上の歯

の歯茎裏にジャムなどを塗って舌先でなめるなど 

サ行の練習方法例 

☆舌の力をぬく／舌を出して風の音を出すなど 

 

￥ 

ことばの相談内容の例 

・発語がない、少ない 

・2語文、３語文で話せない 

・「カ行」「サ行」「ラ行」が言えないなど 

・発音が不明瞭【難しい音を簡単な音に言い換えたり、置

き換えたりして話すこともあります。〈置き換え〉例：さかな→た

かな・しゃかな〈省略〉例：ごはん→ごあん など】 

ことばの発達は、感覚や運

動、情緒の発達が欠かせま

せん。ことばを耳で聴き、実

際にものを見たり、触れて感

じたり、単語を覚えたりして

たくさんのインプット（情報を

受け取る）の段階を踏むこと

で発語につながります。 

・しっかり噛むための工夫： 

ご飯やお肉を一口サイズにし

て食形態を変える 

・そしゃく練習には、スライスし

たりんごやスティック状に切っ

たきゅうりなどがおすすめ 

・口や舌、あごの体操 

・口腔内ケアスポンジを使って

頬の筋肉をやわらげる 

・舌圧子の先にチョコレートな

どを少しつけて舌先でなめる 

発音は、口のすぼめ具合や、舌と口蓋の距離（舌の高さや前後）など舌や唇の細かい動きによって音が作られるため、まず

は舌や口、あごの筋力が必要となってきます。特に文章を話そうとすると、舌や唇が自由自在に動かなければならないので、

舌や口の体操は構音の基礎運動として重要です。ことば（発音）やコミュニケーション力を育むために、食べ物をしっかり噛

んだり、唇や舌を動かした遊びや吹く遊び、体を動かした遊びを取り入れて取り組んでいます。 

舌と唇の動きを高める練習 

 

噛むことの練習 
 

 

口を使った吹くあそび 

 

感覚遊び 
 

 

 

そもそもことばと運動機能ってどう関係するの？ 

ことばを話す「言語機能」は、とても複雑で様々

な感覚や体の機能が関係しあっています。 

五感や体性感覚（皮膚や筋肉、関節などに関連

する感覚）を刺激すると脳の発達が促され、それ

がことばをはぐくみ話すことにつながります。 

 

ラッパ 的倒し 

全部倒すと絵が完成！ 

 

口腔内スポンジ 舌圧子 

シャボン玉 

びっくりコップ ピンポン玉を落そう

宇 

例）鉄棒、手押し車、連

続寝返り、トランポリ

ン、ブランコ、滑り台、

ハンモックなど…子ど

もの好む遊びを選んで

行うことが大切です。 
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本校では子どもの身体的な障害や成長発達・学習について、また就学・進

路についての相談活動や情報提供を行っています。例えば、運動や手指

の動きがぎこちない、バランス感覚がなく転びやすい、食べ方が気にな

る、発音が気になる、車いす操作や身体的補助具の扱い方についてな

ど･･･。身体機能面に関しては、感覚遊びで使用する教材もたくさんあり、

必要に応じて貸し出すことも可能です。学校生活上で気になることがご

ざいましたら一緒に考えていきましょう。ご相談お待ちしております。 

フーフーピンポン 

２
人
で
対
決
で
き
ま
す
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